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調
査
が
進
む
大
子
の
城
跡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

絶
え
間
な
い
戦
乱
の
中
で
、
武
士
・
民
衆
・
商
人
・
職
人
・
宗
教
者
が
躍

動
し
た
中
世
。
そ
ん
な
時
代
を
物
語
る
身
近
な
文
化
財
は
城
跡
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
中
世
に
、
陸
奥
・
常
陸
・
下
野
三
国
の
境
界
地
域
と
し
て
、
度
々

戦
乱
の
舞
台
に
な
る
と
と
も
に
、
遠
征
す
る
軍
勢
の
通
り
道
で
あ
っ
た
大
子

地
域
に
は
多
く
の
城
が
築
か
れ
ま
し
た
。
大
子
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
三
〇
ヶ
所
も
の
城
跡
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
調
査
に

よ
っ
て
、
大
子
町
内
の
城
跡
は
四
〇
ヶ
所
前
後
あ
っ
た
と
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
〇
ヶ
所
程
度
の
新
し
い
城
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
、
趣
味
で
城
め
ぐ
り
を
し
て

い
る
人
が
、
自
分
の
訪
れ
た
城
の
情
報
を
自
由
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
人
た
ち
の
中
か
ら
、
県
内
の
城
郭
を
調
査
す
る
グ
ル
ー

プ
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
茨
城
城
郭
研
究
会
」
で
、
同
会
の

調
査
成
果
は
茨
城
城
郭
研
究
会
編
『
図
説 

茨
城
の
城
郭
』（
国
書
刊
行
会
、
二

〇
〇
六
）
、
同
編
『
続 

図
説 

茨
城
の
城
郭
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
七
）
に

結
実
し
て
い
ま
す
。
同
書
物
の
な
か
で
、
大
子
町
内
の
城
郭
は
一
八
箇
所
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
戸
中
要
害
、
頃
藤
要
害
等
、
大
子
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
城
郭
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
民

間
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の
着
実
な
成
果
が
、
新
し
い
城
跡
の
発
見
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。 

 

平
成
三
十
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
、
茨
城
県
に
よ
る
「
中
世
城
館
跡
総

合
調
査
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
県
内
の
中
世
城
館
跡
に
つ
い

て
、
遺
構
の
所
在
・
構
造
・
現
況
・
範
囲
等
を
悉
皆
的
に
調
査
し
、
さ
ら
に

古
文
書
・
古
絵
図
・
地
名
・
伝
承
等
の
資
史
料
で
裏
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
た
な
歴
史
的
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
掘
り
起
こ
し
、
遺
跡
と
し
て
の
保

存
・
整
備
・
活
用
の
た
め
の
計
画
策
定
や
、
新
た
な
史
跡
指
定
に
向
け
た
基

礎
的
資
料
の
整
理
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
城
郭
研
究
者
及

び
自
治
体
の
文
化
財
担
当
職
員
、
民
間
の
研
究
者
等
が
調
査
員
と
な
り
、
現

在
精
力
的
に
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
報
告
書
と
し
て

刊
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

同
事
業
の
調
査
員
に
な
っ
た
り
、
個
人
的
に
協
力
を
し
て
い
る
茨
城
城
郭

研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
大
子
町
内
の
中
世
城
郭
の
発
見
が

続
い
て
い
ま
す
。
同
研
究
会
で
は
、
地
域
に
残
る
小
字
や
俗
称
地
名
（
大
子

町
を
含
め
た
県
北
地
域
で
は
、「
ゆ
う
げ
え
」「
り
ゅ
う
が
い
」
な
ど
、
城
郭
が
構
え
ら
れ

た
こ
と
を
示
す
「
要
害
」
に
通
ず
る
地
名
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
）
、
古
文
書
や
江
戸

時
代
以
降
の
地
誌
に
記
さ
れ
た
城
郭
情
報
、
登
山
愛
好
者
か
ら
の
目
撃
情
報

等
を
も
と
に
、
実
際
に
現
地
を
訪
れ
、
堀
や
削
平
地
等
の
城
の
痕
跡
を
発
見

し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
実
際
の
地
形
や
城
郭
配
置
を
も
と
に
当
た
り

を
付
け
、
現
地
を
訪
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
道
な
調
査
に
よ

っ
て
、
新
し
い
城
郭
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た

城
郭
の
調
査
も
深
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

城
跡
は
、
目
に
つ
き
に
く
い
場
所
に
残
っ
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
そ
の

存
在
が
知
ら
れ
な
い
ま
ま
、
土
塁
は
崩
れ
、
堀
も
土
に
埋
ま
っ
て
い
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
開
発
行
為
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
跡
形
も
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
城
跡
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
れ
ば
、

そ
の
調
査
・
保
護
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
後
世
に
守

り
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県
や
民
間
に
よ
る
城
郭
調
査
が
、
大
子
の
城

跡
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
藤
井
達
也
） 
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生な
ま

瀬せ

古こ

城
じ
ょ
う

（
大
子
町
小
生
瀬
字
古
城
） 

髙
橋
宏
和 

 

  

生
瀬
古
城
は
、
袋
田
の
滝
の
北
西
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
滝
の

北
側
に
連
な
る
断
崖
絶
壁
の
上
に
あ
り
ま
す
。
東
の
下
合
集
落
と
の
標
高

差
は
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
城
址
の
西
隣
に
あ
る
生
瀬
富
士
へ
の
登
山
道

の
途
中
で
も
あ
る
た
め
、
東
か
ら
登
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

城
の
構
造
で
す
が
、
大
変
展
望
が
良
く
物
見
台
と
し
て
使
わ
れ
た
で
あ

ろ
う
頂
上
が
東
西
に
そ
れ
ぞ
れ
一
か
所
あ
り
、
西
側
の
頂
上
に
は
露
出
し

た
岩
を
用
い
た
城
塁
の
他
、
北
東
先
端
に
帯
曲
輪
ら
し
き
平
場
が
見
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
二
か
所
の
頂
上
の
間
に
あ
る
広
さ
約
二
五
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
の
平
場
（
鞍
部
）
が
、
地
元
で
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
古
城
山
」
で

す
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
僅
か
に
平
場
を

設
け
る
以
外
は
土
塁
や
堀
と
い
っ

た
明
確
な
遺
構
は
無
く
、
急
斜
面
や

岩
盤
と
い
っ
た
自
然
地
形
を
そ
の

ま
ま
利
用
し
た
山
城
で
す
。
大
子
町

内
で
は
池
田
の
鏡
山
城
、
常
陸
太
田

市
の
竜
神
大
吊
橋
向
か
い
の
高
倉

竜
ヶ
井
城
な
ど
、
県
北
で
多
く
見
ら

れ
る
タ
イ
プ
の
城
で
、
非
常
に
高
い

防
御
力
を
誇
り
ま
す
。 

 

城
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
古
く
か

ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
割
に
は
不
明

な
点
が
多
く
、
幕
末
に
加
藤
寛
斎
が

記
し
た
「
常
陸
国
北
郡
里
程
間
数
之

記
」（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
の
中
に
、
「
峯
卜
峯
ト
ノ
間
ニ
平
坦
ノ
地
ア
リ

…
」
や
「
野
内
月
居
齋
ノ
居
城
ナ
リ
ト
…
」
等
と
書
か
れ
て
い
る
程
度
で

す
。
こ
の
中
で
、
野
内
月
居
齋
と
い
う
の
は
南
に
あ
る
月
居
山
に
築
か
れ

た
月
居
城
の
城
主
と
さ
れ
る
人
物
で
す
。
時
代
・
歴
史
に
つ
い
て
は
不
明

な
が
ら
、
野
内
氏
が
城
主
、
二
つ
の
頂
上
に
挟
ま
れ
た
広
い
平
場
の
存
在
、

頂
上
は
平
場
以
外
で
は
岩
盤
な
ど
を
城
壁
に
用
い
て
い
る
、
月
居
城
に
は

峠
道
が
通
り
、
こ
れ
を
監
視
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、
生
瀬
古
城
の
東
に

は
「
か
ず
ま
」
と
呼
ぶ
峠
道
が
通
っ
て
い
る
、
そ
し
て
、
城
主
の
普
段
の

居
住
地
が
不
明
な
ど
、
月
居
城
と
の
類
似
点
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

月
居
城
は
、
そ
の
形
状
か
ら
依
上
地
方
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
扱
わ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
周
辺

の
山
が
高
く
、
谷
も
深
い
た
め
死

角
が
多
く
、
こ
れ
を
補
う
た
め
に
、

周
辺
の
監
視
や
伏
兵
な
ど
を
置
け

る
よ
う
に
築
か
れ
た
の
が
生
瀬
古

城
で
、
月
居
城
の
支
城
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
平
時
は
生

瀬
や
袋
田
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
住

ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
兵
士
達
は
、

戦
時
に
、
太
田
な
ど
か
ら
も
駆
け

付
け
た
者
達
と
共
に
、
こ
の
山
上

に
集
ま
っ
て
敵
に
備
え
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

な
お
、
古
城
山
の
東
に
は
、
か

つ
て
計
画
さ
れ
た
ス
キ
ー
場
の
建
設
予
定
地
跡
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
巨

大
な
石
垣
や
池
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
古
城
山
に
は
「
立
神
山
」
の
看

板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
古
く
か
ら
の
生
瀬
住
民
に
こ
の
名
称
は
、

あ
ま
り
馴
染
み
が
無
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

（
茨
城
城
郭
研
究
会
） 
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大
子
町
の
新
発
見
城
郭
そ
の
二
・
左
貫
要
害
に
つ
い
て 

五
十
嵐
雄
大 

  

大
子
町
左
貫
に
は
、
立
岩
に
左
貫
館
と
呼
ば
れ
る
城
郭
遺
跡
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
と
は
別
に
城
郭
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は
、
左
貫
字
竜

害
曽
根
に
あ
る
山
城
跡
で
す
。
竜
害
と
は
、
山
城
を
示
す
言
葉
「
要
害
」

が
訛
っ
た
言
葉
で
あ
り
ま
す
。 

遺
構
は
、
標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
塊
に
堀
切
と
腰
曲
輪
で
出
来
た

シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
す
。
南
側
と
西
側
へ
の
備
え
を
意
識
し
て
い
ま
す
の

で
、
佐
竹
氏
や
那
須
氏
に
対
し
て
白
河
結
城
氏
が
築
い
た
城
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
の
城
か
ら
東
へ
は
、
八
溝
山
や
黒
沢
地
域
へ
抜
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
街
道
監
視
の
城
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
茨
城
城
郭
研
究
会
） 

   
 

左貫要害の場所 
（国土地理院地図より、 

著 者 加 筆 修

左貫要害 

左貫要害本郭北側の堀切 
（撮影・提供 青木義一氏） 
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私
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生
（
三
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
室
健
二 

 
 

 
 

大
子
町
で
は
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
二
月
二
十
三
日
に
大
子
町
体

育
協
会
が
発
足
し
、
大
子
の
ス
ポ
ー
ツ
は
益
々
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
青
年

会
の
活
動
と
体
育
協
会
の
盛
り
上
り
の
中
で
、
県
内
各
地
で
開
か
れ
る
駅
伝

大
会
で
も
大
子
町
の
青
年
が
上
位
入
賞
を
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
三
十
九
年
十
月
三
日
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
が
大
子
町
を
走

り
抜
け
て
町
民
の
盛
り
上
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
八

月
に
は
、
砲
丸
投
げ
の
糸
井
一
義
選
手
が
茨
城
県
青
年
大
会
で
優
勝
し
、
全

国
青
年
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
十
二
月
に
は
第
一
回
大
子
町
民
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
、
私
も
目
標
が
か
な
っ
て
青
森
ー
東
京
間
都
道
府

県
対
抗
駅
伝
大
会
に
茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
七
日
間
の
レ
ー

ス
の
中
で
二
回
走
り
、
区
間
三
位
の
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
も
同
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
同
年
大
子
一
高
レ
ス
リ
ン

グ
部
、
大
子
二
高
山
岳
部
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
九
月
に
は
、
県

民
総
合
体
育
大
会
陸
上
競
技
の
部
で
大
子
町
が
総
合
優
勝
を
か
ざ
り
ま
し
た
。

十
月
に
は
、
第
一
回
町
民
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
陸
上
競
技
を
初
め

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
体
力
テ
ス
ト
、
卓
球
、
野
球
、
庭
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
剣
道
、
柔
道
が
各
地
区
対
抗
で
行
わ
れ
、
総
合
優
勝
に
大

子
地
区
、
準
優
勝
に
宮
川
地
区
が
輝
き
ま
し
た
。 

昭
和
四
十
四
年
に
は
第
一
回
八
溝
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
八
溝
山

登
山
口
鳥
居
下
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
頂
上
ま
で
多
く
の
若
い
人
が
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。 

 

昭
和
四
十
九
年
十
月
に
茨
城
国
体
が
開
催
さ
れ
、
大
子
町
は
山
岳
競
技
の

会
場
に
な
り
ま
し
た
。
二
階
堂
章
信
監
督
の
も
と
、
大
子
一
高
チ
ー
ム
が
山

岳
競
技
高
校
の
部
に
出
場
し
、
団
体
最
優
秀
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
同
国

体
で
は
他
の
種
目
で
も
多
く
の
選
手
、
監
督
が
活
躍
し
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
十
二
年
に
は
走
る
仲
間
の
集
ま
り
の
場
と
し
て
、
下
小
川
走
友
会

を
設
立
。
私
が
代
表
を
し
て
幅
広
く
仲
間
を
誘
い
、
県
内
外
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
、
駅
伝
大
会
等
に
参
加
し
、
上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
全

国
大
会
に
出
場
す
る
大
子
町
の
青
年
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

 

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
、
全
国
青
年
大
会
一
万
メ
ー
ト
ル
の
部
で
小
野
瀬

晃
一
選
手
が
第
三
位
に
入
賞
し
、
翌
年
の
第
二
五
回
東
日
本
縦
断
駅
伝
大
会

（
旧
青
森
ー
東
京
間
都
道
府
県
対
抗
駅
伝
大
会
）
に
も
茨
城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、

区
間
三
位
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

 

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
、
第
三
〇
回
保
内
郷
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
大
会
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
各
地
区

の
若
い
力
、
青
年
会
員
の
減
少
と
交
通
事
情
に
よ
る
も
の
で
、
や
む
を
え
な

い
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
淋
し
い
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
幸
せ
も

の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
第
一
回
か
ら
三
〇
回
ま
で
連
続
出
場
が
出
来
て
、

三
〇
回
の
区
間
賞
も
い
た
だ
き
、
地
元
下
小
川
の
五
年
連
続
優
勝
に
も
貢
献

出
来
る
喜
び
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
保
内
郷
一
周
駅
伝
競
走
大
会
は
、
私

に
と
っ
て
マ
ラ
ソ
ン
人
生
を
歩
み
始
め
る
き
っ
か
け
で
あ
り
、
い
つ
も
私
の

心
の
中
で
応
援
し
続
け
て
く
れ
て
い
る
存
在
で
し
た
。 

 

な
お
、
同
年
十
一
月
二
十
三
日
、
第
一
回
大
子
町
駅
伝
大
会
と
大
子
町
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
競
走
大
会
が
同
時
に
、
池
田
周
回
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。（
続
く
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
子
町
在
住
） 

 
 

 

 

保内郷一周駅伝競走大会を 

走る筆者 
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大
子
町
・
鎮
守
の
杜
（
一
〇
） 

諏 

訪 

神 

社
（
大
子
町
西
金
字
寄
居
二
四
九
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
根
信
和 

 
 Ｊ

Ｒ
西
金
駅
か
ら
国
道
一
一
八
号
線
を
渡
り
、
集
落
の
小
径
を
ぬ
け
る
と

旧
西
金
小
学
校
に
着
く
。
諏
訪
神
社
の
参
道
は
校
庭
の
端
に
つ
く
ら
れ
て
い

る
。
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
三
月
二
十
七
日
建
立
の
御
影
石
の
神
明
鳥
居
を

く
ぐ
り
、
ゆ
る
い
上
り
坂
を
過
ぎ
て
十
数
段
の
石
段
を
登
る
と
境
内
に
着
く
。 

 

手
水
舎
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
奉
納
の
手
水
石
、
三
対
の
石
燈
篭
が
左 

右
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
、
拝
殿
前
右
手
の
燈
篭
に
は
「
文
政
元 

年 

川
井
伴
介
道
定 

小
室
彦
蔵
」
の
銘
、「
永
代
三
油
寄
進
」
の
文
字
が
刻 

ま
れ
て
い
た
。 

拝
殿
の
正
面
に
、
出
雲
大
社
千
家
尊
福
筆
の
「
諏
訪
神
社
」
の
額
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
拝
殿
は
間
口
二
間
、
奥
行
き
五
間
の
十
坪
、
本
殿
は
間
口
一
・

五
間
、
奥
行
き
一
間
の
一
・
五
坪
で
、
覆
屋
が
か
け
ら
れ
保
護
策
が
と
ら
れ

て
い
る
。
神
紋
は
巴
紋
で
あ
る
。 

祭
神
は
建
御
名
方
命
（
た
け
み
な
か
た
の
み
こ
と
）
。
社
伝
に
よ
る
と
、
天
下

の
奇
祭
御
柱
祭
で
知
ら
れ
て
い
る
信
州
諏
訪
信
仰
の
総
本
社
の
本
宮
で
あ
る

上
社
か
ら
分
霊
を
西
金
村
狐
平
に
鎮
斎
（
口
伝
）
後
、
現
在
地
に
遷
座
し
、
当

村
の
鎮
守
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
五
穀
豊
穣
、
交
通
安
全
、
開
運

長
寿
の
神
と
し
て
人
び
と
の
信
仰
が
厚
い
。 

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
四
月
十
五
日
村
社
に
列
格
。
昭
和
二
十
七
年
（
一 

九
五
二
）
二
月
十
一
日
に
宗
教
法
人
を
設
立
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

境
内
左
奥
に
は
、
稲
荷
神
社
、
天
満
神
社
、
愛
宕
神
社
、
山
神
社
、
素
鵞 

神
社
の
末
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
そ
の
前
に
並
ん
で
い
る
石
燈
篭
の
う
ち
右

手
の
も
の
に
は
、
正
面
に
「
常
夜
燈
」
の
文
字
、
そ
の
下
に
「
筆
子
中
」、
竿

の
部
分
の
左
側
に
「
文
政
十
二
巳
丑
秊
十
一
月
二
十
有
五
日
」
、
裏
手
に
「
世

話
人
川
井
竹
之
助 

同
姓
八
兵
衛 

小
室
虎
之
助
」
の
三
名
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
る
。 

境
内
に
は
神
庫
、
神
輿
社
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
神
輿
、
子
ど
も
神 

輿
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
境
内
の
清
掃
に
来
ら
れ
た
老
婦
人
に
聞
い
て
み
る

と
、
以
前
は
神
輿
の
巡
行
が
あ
り
、
村
中
が
大
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
、
人
び
と

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
が
、
年
々
さ
び
れ
て
し
ま
い
、
今
は
神
事
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
の
こ
と
。
「
寂
し
い
限
り
」
、
と
話
し
て
く
れ
た
の
が
印
象
に
残
っ

て
い
る
。「
ど
こ
で
も
同
じ
で
す
よ
」
と
答
え
、
時
代
の
流
れ
は
止
め
ら
れ
な

い
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。 

境
内
に
は
樹
齢
百
年
以
上
の
大
ス
ギ
が
手
水
舎
側
や
拝
殿
の
両
側
、
末
社

の
裏
手
に
合
わ
せ
て
四
本
、
空
高
く
そ
び
え
て
い
る
。
ま
る
で
諏
訪
大
社
の

御
柱
の
よ
う
に
。
ま
た
、
末
社
北
側
面
に
は
石
尊
供
養
塔
、
加
波
山
の
石
塔

が
あ
り
、
民
間
信
仰
の
跡
も
し
の
ば
れ
る
所
で
あ
る
。 

拝
殿
前
に
は
、
大
子
町
氏
子
総
代
会
が
作
成
し
た
「
大
子
町
鎮
座
ま
っ
ぷ
」

と
大
子
町
奥
久
慈
開
運
め
ぐ
り
四
一
社
の
ス
タ
ン
プ
用
紙
が
置
い
て
あ
り
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
な
が
ら
開
運
社
巡
り
を
楽
し
め
る
よ
う
便
宜
が
図
ら
れ
て

い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
水
戸
市
在
住
） 
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大
子
町
の
経
済
更
生
運
動
と 

農
村
改
良
劇
「
栄
ゆ
く
村
」
（
四
） 

 
 

 

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
三
月
、
帝
国
農
会
は
『
農
村
更
生
と
中
心
人
物
』

と
題
し
た
一
冊
の
事
例
集
を
上
梓
し
た
。
全
国
の
経
済
更
生
計
画
指
定
町
村

四
千
六
百
余
り
の
中
か
ら
十
数
町
村
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
七
町
村
を
選
定
し
て
経
済
更
生
計
画
の
実
例
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
七
町
村
と
は
、
山
形
県
梨
郷
村
、
兵
庫
県
志
染
村
、
同
県
山
田
村
、
愛

知
県
三
好
村
、
同
県
三
和
村
、
茨
城
県
園
部
村
、
そ
し
て
大
子
町
で
あ
る
。 

大
子
町
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
「
大
正
十
五
年
以
来
、
農
事
共
同
組
合
を

組
織
統
制
し
、
農
事
経
営
の
多
面
化
を
計
り
、
漸
く
急
な
ら
ん
と
す
る
不
況

の
克
服
に
尽
粹
し
て
其
の
成
績
良
く
、
曩
に
茨
城
県
及
び
帝
国
農
会
よ
り
表

彰
さ
れ
、
今
又
昭
和
七
年
度
経
済
更
生
計
画
村
と
し
て
県
の
指
定
を
受
け
、

あ
ら
ゆ
る
機
関
の
全
機
能
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、
鋭
意
防
貧
に
努
め
、
農

村
文
化
の
旗
識
鮮
明
に
、
其
の
達
成
を
期
せ
ん
と
し
て
居
る
。
而
も
七
千
の

大
衆
を
更
生
の
壮
途
に
就
か
し
め
た
の
は
、
実
に
若
冠
無
位
、
一
介
の
農
会

技
手
と
百
畝
の
灰
土
を
耕
す
百
姓
の
一
群
が
金
力
も
権
力
も
抜
き
に
し
て
、

ホ
ン
ト
の
農
村
文
化
に
憧
れ
て
採
つ
た
処
の
真
剣
な
態
度
と
着
実
な
実
行
と

が
然
ら
し
め
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
」
（
『
農
村
更
生
と
中
心
人
物
』
）
と
評
価
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
若
冠
無
位
、
一
介
の
農
会
技
手
」

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
大
子
町
の
経
済
更
生
運
動
の
中
心
人
物
と
な
っ
た

藤
田
里
盛
の
こ
と
で
あ
る
。
藤
田
は
、
大
子
町
山
田
出
身
で
、
大
正
七
年
大

子
農
学
校
卒
業
、
同
十
年
県
立
農
事
試
験
場
甲
種
技
術
養
成
所
卒
業
、
技
手

と
な
り
、
土
浦
分
場
の
主
任
と
な
る
。
栃
木
県
安
蘇
足
利
両
郡
農
林
技
手
勤

務
、
同
十
五
年
大
子
町
農
会
技
手
と
な
っ
た
。 

当
時
の
大
子
町
の
農
家
は
、
貨
幣
経
済
が
発
達
す
る
中
で
、
負
債
が
増
大

し
、
自
作
は
小
作
に
没
落
し
、
中
小
の
地
主
は
土
地
を
手
離
す
な
ど
農
民
の

貧
窮
化
が
現
わ
れ
始
め
て
い
た
。
藤
田
技
手
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
克
服
す

る
手
段
と
し
て
、
農
事
共
同
組
合
を
組
織
し
、
農
業
経
営
の
多
角
化
を
勧
奨

し
た
。
農
事
共
同
組
合
の
目
的
は
、
隣
保
互
助
、
農
家
の
共
同
化
で
あ
り
、

翌
昭
和
二
年
頃
か
ら
同
七
年
に
か
け
て
二
八
の
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
次
の

よ
う
な
「
大
子
勧
農
歌
」
が
あ
る
。 

 

何
事
す
る
に
も
共
同
に 

 
 

共
存
共
栄
に
努
力
せ
よ 

 

此
処
が
疲
弊
の
ど
ん
底
よ 

 

立
て
よ
揮
へ
よ
国
の
た
め 
 

無
益
の
冗
費
を
省
き
つ
つ 

 

幾
許
な
り
共
財
を
積
め 

 

大
和
男
子
と
生
ま
れ
て
は 

 

富
国
の
道
を
計
る
べ
し 

 

永
久
に
動
か
ぬ
国
体
の 

 
 

基
を
固
め
ん
諸
共
に 

 

下
み
て
は
げ
め
己
が
業 

 
 

広
い
田
畑
に
活
々
と 

 
 

鋤
取
る
こ
の
身
の
楽
し
さ
よ 

何
時
も
光
ら
せ
鍬
と
鎌 

 

錆
は
心
の
ゆ
る
み
か
ら 

 
 

皆
一
同
精
出
し
て 

 

農
事
改
良
に
努
力
せ
よ 

 
 

そ
し
て
理
想
は
高
く
と
も 

 

再
び
帰
ら
ぬ
今
日
の
日
を 

 

勤
め
よ
励
め
よ
諸
共
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（『
農
村
更
生
と
中
心
人
物
』
よ
り
） 

い
さ
さ
か
戦
前
の
国
家
主
義
的
な
意
味
合
い
の
濃
い
言
葉
が
並
ぶ
が
、
こ

れ
が
当
時
の
組
合
組
織
の
規
範
で
あ
っ
た
ろ
う
。 

ま
た
藤
田
技
手
は
、
農
業
経
営
の
多
角
化
を
目
指
し
て
、
新
し
い
作
物
の

導
入
に
も
取
り
組
ん
だ
。
当
時
、
大
子
地
方
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
農
作
物
に

は
、
米
、
大
小
麦
を
始
め
と
し
て
、
大
豆
、
小
豆
、
え
ん
ど
う
豆
、
そ
ら
ま

め
、
い
ん
げ
ん
ま
め
、
大
角
豆
、
落
花
生
、
粟
、
稗
、
黍
、
蕎
麦
、
と
う
も

ろ
こ
し
、
胡
麻
、
甘
藷
、
馬
鈴
薯
、
さ
と
い
も
、
蒟
蒻
芋
、
漬
菜
、
だ
い
こ

ん
、
に
ん
じ
ん
、
葱
、
牛
蒡
、
茄
子
、
胡
瓜
、
南
瓜
、
か
ぶ
、
し
ょ
う
が
、

と
う
が
ら
し
、
ら
っ
き
ょ
う
、
楮
、
葉
煙
草
、
桑
葉
、
茶
葉
、
れ
ん
げ
、
梅
、

桃
、
李
、
梨
、
柿
、
葡
萄
、
栗
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
、
き
ゃ
べ
つ
、

西
瓜
、
蕃
茄
、
玉
葱
、
白
菜
、
キ
ュ
ウ
リ
（
促
成
栽
培
）
な
ど
の
新
し
い
作
物

が
導
入
さ
れ
た
。
（
続
く
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
井
上
和
司
） 
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産
地
づ
く
り
に
向
け
た
公
的
支
援
の
展
開
（
下
の
五
） 

―
特
産
品
・
り
ん
ご
の
ル
ー
ツ
を
探
る
（
一
四
）
― 

 

昭
和
三
十
七
年
、
病
害
虫
防
除
の
最
先
端
大
型
防
除
機
と
言
わ
れ
た
初
の

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
（
以
下
Ｓ
Ｓ
と
略
）
が
り
ん
ご
生
産
者
た
ち
の
期
待
を

背
負
っ
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
前
号
で
述
べ
た
。
左
上
に
掲
載
し
た
写
真
が
、

当
時
黒
田
り
ん
ご
園
で
稼
働
中
の
Ｓ
Ｓ
で
あ
る
。
こ
の
Ｓ
Ｓ
の
導
入
時
期
に

つ
い
て
は
、
や
は
り
前
号
で
、
茨
城
県
で
は
極
め
て
早
か
っ
た
こ
と
を
一
つ

目
の
コ
メ
ン
ト
と
し
て
述
べ
て
お
い
た
。 

さ
て
二
つ
目
は
、
作
業
効
率
の
高
さ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
動
力
噴
霧
器
に

比
べ
て
「
労
力
で
一
〇
分
の
一
～
二
〇
分
の
一
、
薬
剤
費
で
二
分
の
一
に
経

費
が
節
減
さ
れ
て
い
る
」（『
農
業
茨
城
』
昭
和
三
十
六
年
四
月
号
）
、
と
の
指
摘
が 

 
 

あ
る
。
労
力
も
経
費
も
、
飛
躍
的
な
削
減
ぶ
り
で
あ
る
。
ご
主
人
の
黒
田
宏

さ
ん
と
と
も
に
防
除
作
業
に
取
り
組
ん
だ
た
か
子
さ
ん
は
、「
効
果
は
あ
り
ま 

し
た
。
あ
れ
が
あ
っ
た
か
ら
栽
培
が
成
り

立
っ
た
。
手
な
ん
か
で
か
け
て
い
た
ん
じ

ゃ
あ
長
続
き
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
ピ
ー

ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
を
入
れ
た
の
が
一
つ
の

大
き
な
画
期
で
し
た
」
、
と
振
り
返
っ
て

い
る
。 

ま
た
、
か
な
り
遅
れ
て
昭
和
四
十
五
年

に
導
入
さ
れ
た
地
区
の
木
澤
源
一
郎
さ

ん
は
、
Ｓ
Ｓ
の
効
率
の
良
さ
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
動
力
噴
霧
器
の
場
合
に

は
、
一
回
の
散
布
に
二
日
か
ら
三
日
か
か

っ
た
。
と
く
に
、
夏
の
暑
い
時
期
に
は
皮

膚
を
保
護
す
る
の
で
余
計
に
暑
い
し
、
暑

く
て
ま
い
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
も
う
体 

が
も
た
な
い
」
状
態
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｓ
Ｓ
の
場
合
に
は
、「
動
噴
な

ら
噴
口
が
一
つ
し
か
な
い
が
、
Ｓ
Ｓ
は
三
〇
個
ぐ
ら
い
つ
い
て
い
る
、
噴
口

が
。
だ
か
ら
広
範
囲
に
防
除
で
き
る
ん
で
す
。
三
〇
個
ぐ
ら
い
半
円
形
に
あ

っ
て
、
上
か
ら
横
か
ら
（
薬
剤
が
）
い
っ
ぺ
ん
に
出
る
、
送
風
機
で
遠
く
ま
で

飛
ば
せ
る
。
移
動
し
な
が
ら
バ
ア
ー
ッ
て
や
っ
て
い
く
。
薬
を
完
全
に
行
き

渡
ら
せ
よ
う
と
す
る
に
は
Ｓ
Ｓ
で
な
い
と
だ
め
。
広
い
面
積
に
（
動
噴
で
）
薬

を
か
け
る
と
ど
う
し
て
も
ム
ラ
が
で
き
て
し
ま
う
が
、
そ
こ
か
ら
病
気
や
虫

が
発
生
す
る
の
で
、
全
体
に
ひ
ろ
が
る
よ
う
に
、
し
か
も
葉
の
裏
表
全
部
に

行
き
届
く
よ
う
に
す
る
に
は
な
る
べ
く
薬
を
薄
く
し
て
量
を
た
く
さ
ん
か
け

る
、
す
き
間
な
く
覆
う
よ
う
に
撒
く
の
が
原
則
。
Ｓ
Ｓ
は
、
風
で
吹
き
付
け

る
か
ら
葉
っ
ぱ
が
揺
れ
て
す
き
間
な
く
か
か
る
ん
で
す
。
今
ま
で
一
日
か
か

っ
た
作
業
が
、
ほ
ん
の
二
〇
分
位
で
で
き
る
ん
で
す
。運
転
し
て
い
る
だ
け
。

あ
ま
り
暑
い
思
い
も
し
な
い
で
散
布
で
き
る
。
こ
れ
は
も
う
革
命
的
な
出
来

事
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」
、
と
。「
画
期
」
で
あ
っ
た
り
「
革
命
的
」
で
あ
っ
た

り
、
こ
れ
が
Ｓ
Ｓ
を
利
用
し
た
生
産
者
の
実
感
で
あ
っ
た
。 

三
つ
目
は
、
導
入
さ
れ
た
地
区
に
つ
い
て
で
あ
る
。
前
号
で
引
用
し
た
記

事
の
中
に
、
黒
田
宏
さ
ん
や
有
賀
静
さ
ん
が
Ｓ
Ｓ
を
利
用
し
て
病
害
虫
防
除

に
張
切
っ
て
い
る
旨
の
文
言
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
で
分
か
る
よ
う
に
、
最
初

に
導
入
さ
れ
た
の
は
生
瀬
地
区
で
あ
っ
た
。
黒
田
さ
ん
や
有
賀
さ
ん
は
、
大

子
地
域
に
初
め
て
り
ん
ご
を
導
入
し
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
栽
培
の
定

着
を
図
っ
て
き
た
世
代
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
す
で
に
り
ん
ご
を
販
売
し
て
い

か
ら
、
成
木
と
な
っ
た
り
ん
ご
園
を
効
率
よ
く
防
除
す
る
に
は
ど
う
し
て
も

Ｓ
Ｓ
の
導
入
が
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
Ｓ
Ｓ

導
入
前
後
の
頃
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
大
子
農
協
り
ん
ご
部
の
な
か
に
地
区

割
の
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
た
。
生
瀬
は
東
部
地
区
、
浅
川
、
上
岡
、
依
上
は

西
部
地
区
、
西
金
は
南
部
地
区
、
矢
田
、
川
山
、
下
野
宮
、
高
田
は
北
部
地

区
と
さ
れ
た
。
こ
の
地
区
が
、
県
や
町
か
ら
の
補
助
金
の
受
け
皿
と
な
り
、

ま
た
各
種
指
導
を
受
け
る
場
合
の
単
位
と
も
な
っ
た
。
こ
の
地
区
割
は
、
今

日
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
齋
藤
典
生
） 
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大子の今昔 

写 真 帳 
№３ 

ＪＲ常陸大子駅 
昭和２年（１９２７）３月開設 
昭和１１年（１９３６）増築 
昭和２０年（１９４５）頃修理 
平成２７年（２０１５）改修 

（平成２８年３月発行『大子町まちうちの歴史的建造物調査報告書』より） 

平
成
二
十
七
年 

木造２階建（一部後補部鉄骨造）、寄棟造（南端は切妻造）、浅瓦葺

（一部鉄板葺）、桁行全長 36.235ｍ、奥行 8.208ｍ 

現 
 

在 

昭
和
十
一
年
頃 

昭
和
二
年 

明治末年頃から、立憲政友会の代

議士根本正を中心に、保内郷や福島

県東白川郡の人々が展開した約２０

年に及ぶ鉄道誘致運動により常陸大

子駅が開業に至った。開業当時は１

日に、上り列車（水戸方面行き）が６本、

下り列車（常陸大子駅止まり）が６本運

行していた。開通により経済活動が

活発化し、保内郷の産業は大きく発

展した。（大金真理子） 

編 

集 

大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会 

編
集
人 

 

齋
藤 

典
生
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

井
上 

和
司
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

藤
井 

達
也
（
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
員
） 

藤
田 

貴
則
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

大
金 

真
理
子
（
大
子
町
教
育
委
員
会
事
務
局
） 

発 
行 

大
子
町
教
育
委
員
会 

久
慈
郡
大
子
町
大
字
池
田
二
六
六
九
番
地 

大
子
町
立
中
央
公
民
館
☎
０
２
９
５
（
７
２
）
１
１
４
８ 


